
リスクマネジメント

社会福祉法人佛子園 専務理事 村岡裕



プロフィール
村岡 裕（むらおか ゆたか）

現職 ： 社会福祉法人佛子園 専務理事 （石川県白山市）

■専門は、サービス管理・リスクマネジメント■

主な社会活動
全社協

• 福祉施設長専門講座・サービス管理講座・認定講座等で、サービス管理論・リスクマネジメントを担当
• キャリアパス対応生涯研修課程 （運営委員・テキスト編集委員）

全国経営協
• リスクマネジャー養成講座講師

• 災害支援特別委員会 専門委員

主な著書（サービス管理・リスクマネジメント部分の執筆）
全社協

• 福祉サービスの質保証

• 社会福祉施設経営管理論

• キャリアパス対応生涯研修課程テキスト
• 福祉施設・事業所のためのリスクマネジメント



本研修の獲得目標

•施設運営におけるリスクを理解し、

•自施設における課題を発見し、

•リスクへの具体的なマネジメント方法や対策
を学び、

自施設に取り入れられる対策や対応方法を持
ち帰る。









その後の厚労省による調査研究事業
（それぞれに報告書あり）

三菱総合研究所
• 東京都の社会福祉施設におけるリスクマネジメントの取組方策に関する調査研究（2008年度）

• 高齢者介護施設における介護事故の実態及び対応策のあり方に関する調査研究（2010年度）

• 介護施設における介護サービスに関連する事故防止体制の整備に関する調査研 究（2011年度）

日本総合研究所
• 介護施設等におけるリスクマネジメントの推進に資する調査研究（2024年度）



背中を見て覚えるから



手順書を見て覚えるへ



業務手順書







介護事故に対し普遍的に言えることとは

• サービス提供中の事故は、種別に関わらず転倒事故が多い

•介護施設の場合、転倒事故は居室で排泄介助に係る動作中に起
きている割合が一番高い

•福祉サービスの場合、事故要因は本人要因が一番多い

•事故は認識のずれによって生じることもある



記録



レコード
Record つまり「記録」



記録と文書の関係

文書 記録
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記録の４要件
（経営協リスクマネジャー養成講座 緒方泰子講師の区分）

•原本性
•真正性
•見読性
•保存性
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原本性
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真正性



（記録の整備）

第三十七条 指定介護老人福祉施設は、従業者、設備及び会計に関する諸記

録を整備しておかなければならない。

２ 指定介護老人福祉施設は、入所者に対する指定介護福祉施設サービスの提

供に関する次の各号に掲げる記録を整備し、その完結の日から二年間保存し

なければならない。

一 施設サービス計画

二 第八条第二項に規定する提供した具体的なサービスの内容等の記録

三 第十一条第五項に規定する身体的拘束等の態様及び時間、その際の入所

者の心身の状況並びに緊急やむを得ない理由の記録

四 第二十条に規定する市町村への通知に係る記録

五 第三十三条第二項に規定する苦情の内容等の記録

六 第三十五条第三項に規定する事故の状況及び事故に際して採った処置に

ついての記録



指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関する基準

（事故発生の防止及び発生時の対応）

第三十五条 指定介護老人福祉施設は、事故の発生又はその再発を防止するため、次の各号に定める措置を講じな

ければならない。

一 事故が発生した場合の対応、次号に規定する報告の方法等が記載された事故発生の防止のための指針を整備する

こと。

二 事故が発生した場合又はそれに至る危険性がある事態が生じた場合に、当該事実が報告され、その分析を通じ

た改善策を従業者に周知徹底する体制を整備すること。

三 事故発生の防止のための委員会及び従業者に対する研修を定期的に行うこと。

２ 指定介護老人福祉施設は、入所者に対する指定介護福祉施設サービスの提供により事故が発生した場合は、

速やかに市町村、入所者の家族等に連絡を行うとともに、必要な措置を講じなければならない。

３ 指定介護老人福祉施設は、前項の事故の状況及び事故に際して採った処置について記録しなければならない。

４ 指定介護老人福祉施設は、入所者に対する指定介護福祉施設サービスの提供により賠償すべき事故が発生し

た場合は、損害賠償を速やかに行わなければならない。



適切な記録方法

23



転倒されたことを家族に連絡した
状況を聞かれたので誠実に答えた
• 誰が連絡した？ 口頭で？ 電話で？
• 状況って、身体？ 環境？
• 答えたの誰？
• 誠実にって…

•主語を省くのは、日本語の特徴
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記録には読む相手がいる
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この事実を記述してください



転倒した

ずり落ちた

その他
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事実を書く



事実と判断（意見）の区分を明確に

•事実
• ＝証拠をあげて裏付けることができるもの

•判断（意見）
• ＝事実に基づいて述べるもの
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今日は天気悪いよね…
遊びに行くのやめて、
おいしいものでも食べに行く？
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この事実を記録してください



一文に一つのことを書く

•今日は晴れていたので、利用者を5人お連れして新緑を見に行く
ことにしたが、脱水に留意する必要があったことから、あらかじめ
利用者に水分を２００ＣＣづつとっていただき、職員は、水の入っ
た１０００ＣＣのペットボトルを2本持参した。
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•今日は晴れていた。

•利用者を5人お連れして新緑を見に行くことにした。

•脱水に留意する必要があった。

•あらかじめ、利用者に水分を２００ＣＣづつとって
いただいた。

•職員が水の入った１０００ＣＣのペットボトルを２本
持参した。
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接続詞は多用しない（極力使わない）

そして

また
しかし
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